	第８講

	神様のみこころを知る方法


　
　神様に従順しようとするなら、神様のみこころを悟らなければならない。判断力がなければいけないが、私たちの判断力は神様のみこころに基礎がなければいけない。
１．このことのために、私たちが見なければいけない全体がある。
（１）神様は確かに私たちを導いておられる。(箴言3:5,6)

（２）神様に任せなければいけない。(詩篇37:3-5)

（３）すべてを働かせて益としてくださる。(ロマ8:28)

（４）悪者さえも神様の御手の中にあるという事実を信じられなけれ

ならない。(箴言16:4)

（５）神様が私たちに行くべき道を教えてくださる。(詩篇32:8）
２．そして神様が私たちを導かれる方法を知らなければならない。

（１）聖書的に導かれる。すでに聖霊を下さったためである。
（２）超自然的に導かれる。私たちの想像と考えを越えた神様の方法通りに導いて下さるためである。
　＊使8:26　　宦官のエチオピヤ人とピリポの出会いは予想外であった。
　　使10:1-23 ペテロとコルネリオの出会は予想していなく、異邦人伝道の門が開かれた。
　  使12:1-　ペテロが牢に入れられたが、救い出してくださるのが神様の方法であった。
　  使13:1-3　 使徒パウロが祈りの中でとてつもない働きが起こった。
　  使16:6-16　ヨーロッパ伝道の門が開かれた時、意外な方法で導かれた。
（３）良い方法をもって導いてくださる。Ⅰサム24-26章でダビデはサウロを殺すことが出来る２度の機会があったが、殺さなかった。それが神様のみこころではない事をダビデは知っていたためである。
（４）義の道に導かれる。全能な神様を信じるとしたら、神様に頼り人間の経験や方法を用いてはいけない。
（５）重要な事は、私たちの信仰を成長させようと答えを遅く与えられる時があるという事実である。ダビデ、ヨセフ、サムエルを見ればいい。
（６）神様は人を通して神様自身の方法を成し遂げられる。
　　イエス･キリストの方法は人である。そのために、アドバイスと忠告をよく聞かなければならない。ダビデが悔い改めによって、すなわち忠告を聞いたことにより、すぐれた君主となった。その人の言葉のなかにある神様の御声を発見しなければならない。時には、ねたみ、嫉妬、責め、批判などの声を聞き、よく消化できる知恵が私たちになければならない。
　＊箴12:15　知恵ある者は忠告を聞き入れる。
＊箴19:20　訓戒を受け入れれば、知恵を得る。
Ⅰ列王１２章にレハブアム王が出てくる。彼はソロモンの息子である。長老たちの助言を退け、彼は国を主が捨てられる苦しみを受けた。
（７）判断と選択を私たちに任された。

　神様は道を見せてくださった。

＊詩25:9  貧しい者にご自身の道を教えられる。

＊詩25:12 主を恐れる人に選ぶべき道を教えられる。
＊詩25:15 目がいつも主に向かう者に、足を網から引き出してくださる。

３．神様のみこころを知る法

（1） 神様のみこころが伝達されるにはされるが、危険なことがある。

・御声

・幻想

・夢

このような場合が、ジュ･ナムソン牧師にあった。神社崇拝を拒否し投獄された時に、食事を拒否した。その時に、すばらしいご馳走の幻想を見てそれを食べて出獄するまで食事を食べずに耐えたというあかしがある。そのように切迫している状況で、神様の非常な介入がある場合があるが、これだけに依存していることは危険な方法である。

（2） 毎日、毎日の講壇メッセージを通して、導かれる(使2:42)
そのために、メッセージを逃してはいけない。家庭礼拝を通して、交わりを通して、祈りを通して、神様が具体的に導いてくださる。

（3） それだけではなく、環境の中で神様のみこころを見せてくださる。

変える事が出来ない環境を受け入れ(親、子どもなど)、変える事が出来る環境を信仰を持って挑戦しなければならない。私たちの周りの環境の中には確かに神様のみこころがある。そのために、落胆してはいけない。

（4） 曖昧な選択の機会に置かれた時(結婚、職場など)

この時は、福音を伝えるのに一番良い機会、タラッパンをするのに一番良い機会
（5） 存在の判断をすれば、その中で神様のみこころが成し遂げられる。

（6） 出会う人を通して、神様のみこころがあることを知るようになる。
注意しなければいけないことがある。もし決定する時には確固たる証拠、十分な資料を持って決定しなければならない。

・使6:2-5  執事を選んだ時、祈って投票し、特に評判の良い人たちの中から選んだ。
・使16:8　

・使20:3-16

神様のみこころを探したが、肉体的な感覚で探してはいけない。それは危険なことである。十分に研究し、選択することによって神様のみこころを知ることが出来る。
（7） 試み、患難の中に神様のみこころがある。

試み、患難を通して神様のみこころが現れた。

（8） 聖書、教会史、歴史を通して神様のみこころが現れる。

（9） 未来を見上げ、準備する時に神様のみこころが現れる。
世の中をどのように変えるだろうか。教会がどのように変わるだろうか。詳細に研究し、対処する時に神様のみこころを求めることが出来る。
時代の流れを越えて、準備していればこそ賢い。

４．神様のみこころを確認する方法
（1） 喜びがくる。

  神様はみこころを成していかれるので、大きな苦しみの中でも神様はご自身のみこころを明らかにされる。Horatio Gates Spaffordが446番「岩なるイエス」の賛美を作り出した。二人の子どもを失った悲しみが、逆に賛美になったのは、神様の計画と奥義を確実に知っていたためであった。
（2） どのような事が私たちの目標と近いか。
（3） どのような事が私たちのタラントと近いのか。
3

